
「東アジアにおけるCSRと国連グローバル・コンパクトの新展開」 

第３回日中韓研究者会合プログラム 
日時：2011 年 11月 24日（木） 

場所：国際基督教大学 東ヶ崎潔記念ダイアログハウス２階国際会議室 

8:30- 受付開始 

 

総合司会：菅原絵美（法政大学現代法研究所国連グローバル・コンパクト(GC)研究センター研究員） 

9:00-9:05 歓迎挨拶 

村上 透（国際基督教大学総務副学長） 

9:05-9:20 

 

開会挨拶 

日中韓代表者：交渉中 

9:20-10:50 第１部:日中韓共同研究セッション 

共通テーマ「自然災害およびその他の緊急時におけるCSR」 

1. 第 1部の内容について説明（司会） 

2. 報告およびコメント（15分報告+5分コメント） 

3. 討議（20分） 

4. Q & A （10分） 

司会 三浦聡（名古屋大学教授） 

中国 報告者: 交渉中 

討論者: 交渉中 

韓国 報告者: LEE Won Jae（ハンギョレイ経済研究所(HERI)所長） 

討論者: JU, Chulki (グローバル・コンパクト韓国ネットワーク事務局長) 

日本 報告者: 梅田 徹（麗澤大学教授） 

討論者: 窪 誠（大阪産業大学教授） （交渉中） 

10:50-11:05 休憩 

11:05-12:35 

 

第2部: 研究交流セッション 

各国でそれぞれ研究テーマを設定し、研究成果の共有をめざす（各国 30分）。 

中国 テーマ: 交渉中 

報告者:交渉中 

韓国 テーマ：ソーシャル・エンタープライズ 

報告者: SHIM Sang-Dal (韓国開発研究院教授) 

日本 テーマ①東アジアのCSRに関する日中韓共同研究 

      ②人権CSRガイドラインに関する日韓共同研究 

報告者:①江橋崇(法政大学教授), LEE Won Jae (HERI), YANG Bin (清華大学教授) 

②菅原絵美（法政大学現代法研究所国連GC研究センター研究員)  

12:35-12:55 第 2回グローバル・コンパクト日中韓共同調査に関する討議 

報告者：RHO Han-Kyun (国民大学校教授) 

12:55-13:00 

 

閉会挨拶 

江橋 崇（法政大学教授・法政大学現代法研究所国連GC研究センター長） 

 

 


